
マルミミゾウ

ゾウ目
もく

耳
みみ

のいちばん長
なが

い

部
ぶ

分
ぶん

は約
やく

2m

オスもメスもきばが

あります。オスのきば
は

最
さい

長
ちょう

で長
なが

さ3.5m

鼻
はな

先
さき

の出
で

っぱりは2つ

鼻
はな

先
さき

の出
で

っぱりは1つ

きばは曲
ま

がらず下
した

にのびます。

きばを

もつのはオス。

最
さい

長
ちょう

で2m

アジアゾウ《ゾウ科
か

》

母
はは

親
おや

と子
こ

どもは10～40頭
とう

の

群
む

れをつくります。飼
か

いなら

され、木
もく

材
ざい

を運
はこ

ぶ作
さ

業
ぎょう

などに

使
つか

われます。●5～6.4m
／尾

び

長
ちょう

1.2～1.5m／肩
けん

高
こう

2～3m

●オス最
さい

大
だい

で5.4t
トン

、メス2～3t
トン

●草
くさ

や木
き

の葉
は

●インドと東
とう

南
なん

アジアの森
しん

林
りん

や

草
そう

原
げん

頭
あたま

のてっぺんに、2つのこ
ぶがあります。

鼻
はな

を器
き

用
よう

に使
つか

って材
ざい

木
もく

を運
はこ

ぶイ

ンドゾウ（アジアゾウ
の亜

あ

種
しゅ

）。

力
ちから

仕
し

事
ごと

をしてくれる動
どう

物
ぶつ

として、

大
たい

切
せつ

に飼
か

われています。

砂
すな

あびや水
みず

飲
の

みのときには、スポイ
トの働

はたら

きをします。

鼻
はな

を休
やす

めるとき、きばの上
うえ

に

のせることもあります
。

すんでいる所
ところ

アフリカと東
とう

南
なん

アジアに分
ぶん

布
ぷ

しています。

なかまの体
からだ

に鼻
はな

でふれて、親
した

しみを表
あらわ

します。

高
たか

い所
ところ

の木
き

の葉
は

にも鼻
はな

が

とどきます。

遠
とお

くのにおいにも、敏
びん

感
かん

です。

水
みず

に入
はい

っても、鼻
はな

をシュノーケル

のように使
つか

って息
いき

をします。

鼻
はな

の先
さき

の出
で

っぱりで、小
ちい

さ

なものも上
じょう

手
ず

につまめます。

移
い

動
どう

のときや雨
う

季
き

には、100頭
とう

以
い

上
じょう

の大
おお

きな群
む

れをつくります。

小
ちい

さく丸
まる

みをおびた耳
みみ

人
ひと

の鼻
はな

の役
やく

目
め

は、呼
こ

吸
きゅう

したり、

においをかいだりする
ことです

が、ゾウの鼻
はな

はそれ以
い

外
がい

に手
て

の

働
はたら

きもします。

アフリカゾウ《ゾウ科
か

》

母
はは

親
おや

と子
こ

どもは強
つよ

いきずなで結
むす

ばれ、最
さい

年
ねん

長
ちょう

のメスにひきいら

れて10～50頭
とう

の群
む

れをつくります。1日
にち

に200～300kgも

の植
しょく

物
ぶつ

を食
た

べます。●6～7.5m／
尾
び

長
ちょう

1～1.5m／肩
けん

高
こう

2.4～4m

●オス最
さい

大
だい

7.5t
トン

、メス2.4～3.5t
トン

●草
くさ

や木
き

の葉
は

●サハラ砂
さ

ばく以
い

南
なん

の開
ひら

けた森
しん

林
りん

とサバンナ

マルミミゾウ（シンリンゾ
ウ）《ゾウ科

か

》

森
しん

林
りん

の中
なか

で生
せい

活
かつ

し、なかなか人
ひと

の目
め

にふれません。

10頭
とう

までの小
ちい

さな群
む

れをつくります。以
い

前
ぜん

、アフリカ

ゾウの亜
あ

種
しゅ

とされていましたが、D
ディー

N
エヌ

A
エー

の分
ぶん

析
せき

によって

別
べっ

種
しゅ

とわかりました。●4～
6m／肩

けん

高
こう

1.6～2.9m

●2.7～6t
トン

●木
き

の葉
は

●アフリカ西
せい

部
ぶ

と中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

の森
しん

林
りん

大
おお

きな臼
きゅう

歯
し

が上
じょう

下
げ

左
さ

右
ゆう

に1本
ぽん

ずつあり、それ

がすりへると次
つぎ

の歯
は

が

口
くち

のおくから前
まえ

に向
む

か

って出
で

てきます。一
いっ

生
しょう

で5回
かい

生
は

えかわります。

きばは、切
せっ

歯
し

が

長
なが

くのびたものです。

なかまの死
し

を悲
かな

しむゾウ。

ゾウの家
か

族
ぞく

は、かたいきずなで

結
むす

ばれています。

子
こ

どものゾウは、遊
あそ

ぶのが大
だい

好
す

きです。

脂
し

肪
ぼう

足
あし

のうらには脂
し

肪
ぼう

に包
つつ

まれた

細
さい

胞
ぼう

のクッションがあり、
重
おも

い体
たい

重
じゅう

をささえています。

アジアゾウ アフリカゾウ

ゾウの鼻
はな

は、上
うわ

くちびると鼻
はな

が合
あ

わさって長
なが

くのびたものです。強
きょう

力
りょく

な筋
きん

肉
にく

でできていて、中
なか

に骨
ほね

は

入
はい

っていません。

ゾウの頭
あたま

の骨
ほね

鼻
はな

は、万
ばん

能
のう

選
せん

手
しゅ

体
からだ

 の特
とく

 ちょう

頭
とう

がい骨
こつ

鼻
はな

のあな

きば

気
き

管
かん

下
した

あごの骨
ほね

25

ゾ
ウ
目も

く

24 ●体
たい

長
ちょう

●体
たい

重
じゅう

●食
た

べ物
もの

●分
ぶん

布
ぷ

絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

アフリカゾウの体
たい

重
じゅう

（7500kg）は、自
じ

分
ぶん

の体
たい

重
じゅう

で何
なん

人
にん

分
ぶん

か計
けい

算
さん

してみましょう。

陸
りく

上
じょう

最
さい

大
だい

のほ乳
にゅう

類
るい

長
なが

い鼻
はな

と大
おお

きな耳
みみ

をもち、長
なが

生
い

きで知
ち

能
のう

が

高
たか

いことでも知
し

られています。りっぱ
なき

ばを目
め

当
あ

てに密
みつ

りょうされ、特
とく

にアフリカ

ゾウは近
きん

年
ねん

数
かず

が少
すく

なくなっています。

耳
みみ

のあなはこ

こにあります。

ゾウは耳
みみ

がと

てもよく、人
にん

間
げん

よりずっと

低
ひく

い音
おと

も聞
き

き

とれます。

に
25

ゾウ
ゾ
ウ
目も

く

陸
りく

上
じょう

長
なが

い
高
たか

い

「
図
鑑
対
話
」
が
大
切

好
奇
心
か
ら
知
的
な
問
い
へ

図
鑑
に
は
、体
の
中
や
宇
宙
な
ど
、

図
鑑
だ
か
ら
こ
そ
知
る
こ
と
が
で
き

る
世
界
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
興

味
を
持
ち
、
本
物
を
知
り
、
さ
ら
に

関
心
が
高
ま
る
、
図
鑑
に
は
そ
ん
な

魅
力
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
一

緒
に
本
屋
さ
ん
に
足
を
運
び
、
図
鑑

を
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
の
で
、
子
ど

も
が
す
き
な
も
の
が
見
つ
か
る
は
ず

で
す
。

　
図
鑑
を
選
ん
だ
後
は
、
親
子
で
見

な
が
ら「
す
ご
い
ね
」「
マ
マ
も
知
ら

な
か
っ
た
」
な
ど
、
一
緒
に
驚
き
、

喜
び
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
に
対
し
て

説
明
は
せ
ず
会
話
を
重
ね
て
く
だ
さ

い
。
こ
の「
図
鑑
対
話
」が「
す
き
」を

見
つ
け
る
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

　「
す
き
」
を
さ
ら
に
広
げ
る
に
は
、

例
え
ば
恐
竜
な
ら
「
ど
の
恐
竜
に
な

り
た
い
？
」
な
ど
、
想
像
力
を
膨
ら

ま
せ
る
よ
う
な
声
掛
け
を
す
る
こ
と

が
大
事
。
好
奇
心
を
刺
激
し
〝
も
っ

と
知
り
た
い
〞
と
い
う
「
知
的
な
問

い
」
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

　「
す
き
」
を
深
め
て
く
れ
る
の
は

実
体
験
で
す
。
例
え
ば
博
物
館
に
行

っ
た
り
、
昆
虫
採
集
に
行
っ
た
り
。

体
験
が
豊
か
に
な
る
と
、
次
は
探
究

に
進
む
こ
と
も
。
一
生
懸
命
自
分
で

調
べ
、「
○
○
博
士
」
の
よ
う
に
な

れ
ば
し
め
た
も
の
。
こ
の
よ
う
に
図

鑑
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
す
き
」

の
世
界
が
よ
り
広
が
る
好
循
環
に
な

る
で
し
ょ
う
。

図鑑の楽しみ方子どもの「　　」を育む

おすすめの小学館の
図鑑NEOシリーズ
はこちらをチェック！

ひろがれ好奇心

子どもの原動力は、
そんな「すきを見つける」「すきを広げる」「すきを

図鑑を活用して、子どもの好奇心を

「すき」という気持ち。
深める」ことができるのが図鑑の魅力です。
どんどん伸ばしてみませんか。

＜PR＞問い合わせ　小学館愛読者サービスセンター　℡03-5281-3555　受付時間／9：30 ～17：30（ 土·日曜、祝休日、5月1日を除く）
https://www.shogakukan.co.jp/inquiry

あんふぁんは2025年度の年間テーマ
を「#はじめのいっぽ応援隊」とし、
親子の挑戦にエールを送ります

まずはお気に入りの図
鑑を手に取り、知って
いることや子どもがす
きなものを親子で探し
てみましょう。遊ぶよ
うな感覚でページをめ
くるうちに、今まで気
付かなったことや新し
い発見があるはずです。

図鑑を見ながら「どの動物になってみたい？」「どのくらい大きいかな」と親子で語り
合い、想像の世界を楽しめるような声掛けをしてみましょう。子どもが興味あることに
対して積極的に話せるようになると◎。似ているものや違うところを探すゲームで楽
しんでみるのもオススメ。いろいろな視点で質問してみると、子どもの「なんで？」「ど
うして？」がどんどん増えて、知的な問いにつながります。

すきと感じたものを絵に描いたり、実際に外に出かけて観察してみたりしま
しょう。じっくり見ることで細かな特徴をつかめるようになるだけでなく、
実物を見た後に図鑑を調べることで「もっと知りたい！」「ほかはどうなって
いるの」と次の学びにつながります。

圧倒的な収録種数とリアルな写真やイラスト
が特徴の小学館の図鑑NEOは、新しいタイ
トルが続々登場！　特典のDVDで、映像コン
テンツもたっぷり楽しめます。

息子は花がすきで、一緒に花畑
に出かけると写真を撮ったり、帰
宅後に図鑑で調べたりしていま
す。「コスモスが咲き始めたから
秋だね～」と季節まで分かるよう
になったことに感心しました。

実体験で
もっと知りたくなる

親子で図鑑を
めくってみよう

小学館の図鑑NEO
［新版］動物 
DVDつき

金丸祐奈さん、陽飛くん（4歳）、
陽莉ちゃん（2歳）

「小学館の図鑑NEO
危険生物 DVDつき」
2200円

「小学館の図鑑NEO
［新版］宇宙 DVDつき」
2200円

「小学館の図鑑NEO
［新版］昆虫 DVDつき」
2420円

その他の
ラインアップは
こちら

東京大学名誉教授、
一般社団法人家族·保
育デザイン研究所理
事などを務める教育·
保育評論家。

汐見稔幸先生

教えてくれたのは…

小学館の図鑑NEO

教えてくれたのは…

緻密な標本イラストで、
写真では見えにくい部分も

観察しやすくて
会話もはずみます。

「図鑑対話」を
してみよう

小学館の図鑑NEO 検索

を
見つける

を
深める

を
広げる


